
CCSBT-ESC/0809/13
SBT遺伝子タギングの潜在能力および実現可能性に関する報告

要約

CCSBT科学調査計画の中核的要素であるCCSBT通常型タギングプログラムは、主に、信頼性の高い報告率を推定するのが困難であるという懸念から、2007年は停止された。これにより、CCSBT科学委員会（SC）は、この報告率の問題を解決する潜在的可能性を持った二つの代替タギング手法を特定するに至った。本書において筆者らは、遺伝子タギングを使うことの潜在的能力について議論する。 

遺伝子マーキング－再補手法は物理的なタグではなくDNA分子マーカーに依存し、従って、通常型タギングプログラムの二つの主な制約に取り組む。これらは、タグの脱落とタグ再補の未報告である。筆者らはSBTの遺伝子タギングの応用性および実現可能性について議論する。筆者らは、SBTのマーカーセットはが既にCSIROの既存の研究の一部として開発されており、このセットを遺伝子タギング応用の開始点として使用することが出来ることに留意する。 

このようなプログラムにかかる項目別の費用を算定した。洋上でのタグ取得にかかる費用は、通常型タグを装着する費用と同等であると思われる。タグ回収にかかる費用はサンプリングをどこでどのように行うかに依存するが、通常型タグ回収時のような「報奨品」にかかる費用は必要ないはずである。「タグ装着」サンプルと「再補」サンプルの両方の遺伝子分析は、考慮に入れる座数による。ここに提示する費用は大変大まかな概算であり、更に効率化を図れば総費用がかなり減少するはずであると考える。 

CCSBT-ESC/0809/19

過去のCPUEの選択、使用および信頼性

要約

はえ縄漁業から得られる漁業に依存する漁獲量および努力量のデータは、これまでのSBT資源評価および管理助言の基礎となってきた。表層漁業のサイズサンプリングの方法に纏わる不確実性、およびはえ縄漁業の総漁獲量の程度に関する不確実性という二つの漁業依存データのレビューが、2006年に実施された。市場データに大規模な不調和があったことが発覚したことにより、はえ縄CPUEの使用に対して科学委員会および委員会の持つ信頼性が、i)　オペレーティング・モデルの調整のための主要な資源豊度指標として、且つii)　委員会が採用している管理手続きへのインプットデータとして、大幅に損なわれた。

その後科学委員会は、その影響のより正しい評価が完了できるよう、未報告漁獲量の特徴を表すために必要とされる何種類かのデータを特定し、これに取り組むための作業計画に合意した。本書では、現時点までの進捗状況と未報告漁獲量がCPUEおよび資源状況と管理助言に及ぼす影響を扱う上での重要な要素についてまとめる。また、将来におけるSBT管理手続きの開発と評価に関してもコメントを述べている。筆者らは、この間かなりの資源と努力が費やされてきた一方で、CPUEおよび資源状況への未報告漁獲量がもたらす影響について科学委員会が改善された証拠ベースの助言を提供できるような本質的データまたは情報は、2006年に提供されたもの以降ほとんどないという結論に達した。このような状況に鑑み、筆者らは以下を勧告する。

i)　漁業に依存しないデータに基づいて、短期的には管理助言を提供する上での代替的アプローチ、中期的には管理手続きの開発と評価を追及する、また

ii) これを、信頼性が高く実証可能な将来のCPUEデータに繋がるシステムの構築および実施に関連して行う。

i)の理由と潜在的なアプローチについては、ECS/09/08/30に提示している。
CCSBT-ESC/0809/31

2008/2009年度のCCSBT科学調査計画に対するオーストラリアからの貢献の一部として電子および遺伝子タギングを実施するために、CCSBTの調査死亡枠を使用する提案

要約
CCSBT科学調査計画の一環として、SBTの空間動態、資源量、死亡率、産卵親魚資源量の調査に焦点をあてたイニシアチブを続けていくために、合計10トンの調査死亡枠が必要とされる。

